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づ
と　
挨
　
拶
襲

贄

稲

井

瑛

子

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
恙
な
く
佳

い
お
年
を

お
迎
え
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
漸
く
収
ま

っ
た
感
じ
が
致

し
ま
す
が
、
昨
年
は
地
震
に
豪
雨

・
台
風
と
其
の
上
異
常
な
暑
さ
と

不
順
な
天
候
、
本
当
に
大
変
な
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
其
の
様
な
中

で
も
十

一
月
に
行
な
わ
れ
た
支
部
茶
会
は
雲

一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
素

晴
し
い
一
日
で
、
席
主
の
方
々
の
お
心
入
り
の

一
服
を
頂
戴
し
て
至

福
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

以
前
か
ら
お
知
ら
せ
致
し
て
居
り
ま
す
が
、
本
年
九
月
七
日
に
は

東
北
六
県
献
茶
式
が
猶
有
斎
お
家
元
を
お
迎
え
し
て
堕
亀
神
社
で
執

り
行
な
わ
れ
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。令

和
七
年
の
平
穏
無
事
を
祈
り
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

ず
と　
挨
　
拶

支
部
顧
問

佐
　
藤
　
と不
　
幸

皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

恙
無
く
お
健
や
か
で
い
ら
つ
し
や
る
事
と
拝
察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
危
惧
さ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
世
界
的
規
模
の

異
常
気
象
が
報
道
さ
れ
る
度
に
そ
の
被
害
映
像
に
心
が
痛
み
ま
す
。

ま
た
昨
今
の
ネ
ッ
ト
時
代
の
中

「年
賀
状
終
い
」
が
増
え
、
つ
い
最
近

ま
で
テ
レ
カ
が
カ
ー
ド
入
れ
に
あ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
公
衆
電
話
を
見
か
け
な
く
な

り
、
会
社
で
は
リ
モ
ー
ト
勤
務
と
か
。
対
面
で
あ
れ
ば
こ
そ
且
つ
肉
筆
、
肉
声
で
あ
れ
ば
こ
そ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
希
薄
に
な
る

一
方
。

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
れ
ば
Ａ
Ｉ
音
声
で
お
伝

え
し
ま
す

。
・
・
と
。
後
期
高
齢
者
は
必
死
に
時
代
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
今
も
な
お
四
季
の
色
や
匂
い
を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る

こ
の
国
に
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
国
で
そ
の
始
ま
り
か

ら
所
作
を
含
め
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い

「茶
」
の
道
。
四
季
の
移
ろ
い
の
中
に
生
き
る

「道
」
、

そ
の
尊
厳
は
永
久
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
北
六
県
宮
城
献
茶
式

猶
有
斎
御
家
元
宗
匠
歓
迎
会

令
和
七
年
九
月
六
日
（土
）

仙
台
国
際
ホ
テ
ル

東
北
六
県
宮
城
献
茶
式

令
和
七
年
九
月
七
日
（日
）

蔭
竃
神
社
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◇

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座

令
和
六
年
三
月
三
日
（日
）
、
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
に
て
、
第
九
回
茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座

を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
愛
知
東
邦
大
学
客
員
教
授

増
田

孝
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「千
利
体

の
書
を
楽
し
む

―
手
紙
か
ら
み
る
真
筆
の
す
が
た
―

」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
二
〇
五
名
で
し
た
。

ご
講
演
で
は
、
書
の
な
か
で
も
手
紙
と
は
、
連
絡
や
お
礼

な
ど
の
私
信
で
あ
り
、
書
は
人
な
り
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
書
き
手
の
個
性
が
現
れ
る
面
白
さ
が
あ
る
こ
と
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
難
解
な
く
ず
し
宇
の
解
説
や
、
読
み
進

む
順
序
が
あ
る
こ
と
を
お
教
え
い
た
だ
き
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。
手
紙
に
ま
つ
わ
る
お
話
で
は
、
飛
脚
が

手
紙
＋
伝
言
を
携
え
依
頼
に
よ

つ
て
は

一
日
に
何
度
も
行
き

来
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
詳
し
い
お
話
に
当
時
の
様
子
を
垣

間
見
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
時
に
は
笑
い
に
包
ま

れ
る
よ
う
な
話
題
を
交
え
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ご
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
増
田
先
生
よ
り
千
利
休
筆
の
書
状
を
二
幅

お
持
ち
い
た
だ
き
間

近
に
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

出
演
時
の
話
題
も
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
大

変
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

遠
路
仙
台
に
お
足

を
お
運
び
い
た
だ
い

て
の
ご
講
演
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

◇
支
部
総
会
・
一
般
語
習
会

六
月
三
十
日
（日
）

仙
台

サ

ン
プ

ラ
ザ

ホ
ー
ル
に
て
本
部
よ

り
小
笹
晃
宗
匠
、
森

浩
倫
先
生
ご
臨
席
の

も
と
支
部
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

総
会

終

了
後

、

小
笹
宗
匠
よ
り

「了
々
斎
の
話
」
の
講
話
を
伺

い
ま
し
た
。

一
般
講
習
会
で
は
、
「濃
茶
」
「後
炭
」
「薄
茶

（替
茶
碗
と

の

実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
三
〇

一
名
で
し
た
。

・
甚
寿
表
彰
受
賞
者

（敬
称
略
、
会
員
番
号
順
）

高
橋
　
末
子
　
　
　
佐
々
木
柳
子
　
　
武
田
　
光
子

石
村
　
静
子
　
　
　
堀
　
み
ね
子
　
　
竹
谷
　
和
子

梶
原
　
恭
子
　
　
　
先
崎
　
弘
子
　
　
林
　
か
つ
子

小
田
島
久
美
子
　
　
菊
池
　
キ
セ
　
　
佐
藤
　
　
香

大
内
　
ひ
さ
　
　
　
門
脇
　
照
子
　
　
山
本
せ
つ
子

武
山
　
敬
子
　
　
　
横
田
　
そ
の

。
支
部
功
労
者
表
彰
受
賞
者

（敬
称
略
）

支
部
行
事

へ
の
協
力
や
、
学
校
茶
道
の
継
続
指
導
、
同
門

会
会
員
の
増
強
、
地
域
文
化
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方

千
葉
　
紘
子

（支
部
茶
会
に
て
濃
茶
席
を
ご
担
当
）

佐
藤
　
静
子

（支
部
茶
会
に
て
薄
茶
席
を
ご
担
当
）

千
葉
　
正
子

（支
部
茶
会
に
て
立
礼
席
を
ご
担
当
）

伊
藤
　

ンヽ
ン

令
し
ば
た
茶
会
」
の
運
営
委
員
を
務
め
、
地

域
文
化
の
振
興
に
ご
尽
力
）

小
柴
　
久
子

（「踵
篭
神
社
観
桜
茶
会
」
の
表
千
家
席
の

運
営
に
携
わ
り
、
地
域
文
化
の
振
興
に
ご

尽
力
）

畠
山
　
照
子

（聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
に
て
ご
指
導
）

針
生
よ
し
江

（仙
台
市
立
市
名
坂
小
学
校
に
て
ご
指
導
）

渡
辺
か
づ
子

（宮
城
県
松
島
高
等
学
校
に
て
ご
指
導
）

小
島
　
寛
子

（仙
台
市
立
加
茂
中
学
校
に
て
ご
指
導
）

◇

資
格
者
講
習
会

六
月
二
十
九
日

（土
）

仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

に
て
、
資
格
者
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
不
審
奄

よ
り
小
笹
晃
宗
匠
、
森
浩

倫
先
生
が
指
導
に
あ
た
ら

れ
ま

し
た
。
「茶

通
箱
」

「薄
茶
」
の
実
技
指
導
と

配
布
資
料
の
解
説
が
行
わ

れ
、
三
二
九
名
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

◇
〓
一県
合
同
教
授
者
請
習
会

九
月
四
日
（水
ご
一県

合
同
教
授
者
講
習
会
が

仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
不
審
奄
よ
り
渡
辺

潤
宗
匠
、
吉
水
輝
忠
先

生
が
指
導
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。

内
容
は
、
教
本

「床

の
間

・
掛
物

・
花
入
」

の
解
説
と
実
技

「軸
飾

り
」
「花
所
望
」
「濃
茶
」

で
し
た
。
表
千
家
教
授

者
の
再
受
講
が
再
開
さ

れ
、
受
講
者
七
十
二
名
、
再
受
講
者
六
十
四
名
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
有
意
義
な
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

。lr´

琴
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令
和
六
年
十

一
月
十
日
（日
）
、
晩
秋
の
中
、
天
侯
に
も
恵

ま
れ
、
輪
王
寺
に
て
支
部
茶
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本

茶
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
と
り
や

め
た
新
春
茶
会
に
代
わ
り
、
支
部
会
員
の
方
を
対
象
と
し
て

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
四
回
日
と
な
り
、
綺
麗
に
紅
葉

し
た
輪
王
寺
の
庭
園
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
五

一
名
で
し
た
。

一

濃

茶

席

長
年
に
わ
た
り
茶
道
を
極
め

て
い
ら
つ
し
や
つ
た
席
主
。
そ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

数
々
の
道
具
で
茶
席
を
彩
り
、

参
加
者
は
ま
る
で
席
主
の
歩
ん

で
き
た
茶
道
人
生
の
集
大
成
を

感
じ
る
、
温
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

寄

　

　

付
　
　
　
　
於

新
　
　
　
館

掛
　
　
物
　
太
田
垣
蓮
月
筆
　
竹
自
画
賛

歌
人

（
一
七
九
一
～
一
人
七
五
）

こ
の
き
み
は

め
で
た
き
ふ
し
を

か
さ
ね
つ
つ

す
え
の
よ
な
が
き

た
め
し
に
け
り堀
内
家
十
代

別
床
掛
物
　
川
島
昭
隠
和
尚
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
仙
斎
箱

大
徳
寺
僧
堂
師
家

（
一
人
六
四
～
一
九
二
四
）

茶
道
　
直
な
る

心
を
写
す

わ
ざ
な
れ
ば

折
れ
ず

ま
が
ら
ず

正
し
か
る
べ
し

濃

茶

席

即
中
斎
筆

懐
紙
　
菊
の
露

置

尺
八
　

怪
斎
作

五
本
の
内

銘

天
神
山

白
木
　
照
葉
　
初
嵐

同

　

箱

同

　

箱

花

十
三
代

寒

難

極

元
斎
宗
哲
作

吉
兵
衛
作

表

寛

作

四
代
土
楽
窯

水
　
指
　
伊
賀
　
鬼
桶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅

武

作

茶
　
入
　
古
伊
賀

　

了
々
斎
銘

キ
カ
猿

同
　
　
箱

仕
　
服
　
即
中
斎
好
　
一暑
寿
ト
ン
ス

茶
　
碗
　
黒
　
を本
入
作
　
銘

次
郎
写
　
　
怪

斎

箱
　
弘

入

作

替
　
　
　
萩
　
而
妙
斎
銘
　
渓
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛
作

鄭
谷
の
詩

一
節
よ
り

棚
士
一　
　
　
　
　
　
　
　
渓
辺
に
葉
を
掃
く
夕
陽
の
僧

茶
　
器
　
覚
々
斎
直
書
　
山
茶
花

茶
　
狗
　
怪
斎
作
　
銘

寿
老
　
　
　
　
　
土
ハ
筒

箱

建
　
水
　
唐
銅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
右
門
極
　
浄

味

作

蓋
　
置
　
怪
斎
好

梅
鉢
の
絵

一
一十
五
の
内

チ
キ
リ
　
長
左
工
門
作

菓
子
器
　
内
ウ
ロ
コ
鶴
蒔
絵
　
糸
目
大
食
籠

即
中
斎
在
判

同
　
　
箱

菓
　
子
　
薯
讀
鰻
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
澤
総
木
店
製

茶
　
　
　
而
妙
斎
好
　
妙
風
の
昔
　
　
　
　
　
　
　
　
九
久
小
山
園
詰

花 掛

入 物

釜
　
　
　
天
猫
　
梅
菊
地
紋

炉
　
縁
　
一局
台
寺
蒔
絵
　
即
中
斎
在
判

切
箔
桐
腰
風
炉
先
屏
風
　
　
而
妙
斎
在
判

怪
斎
好
写

松
招
漆
大
四
方
棚

主 於

松 半

)ll

オ勺
湧

子 庵

一

薄

茶

席

今
回
、
薄
茶
席
を
支
部
で
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て

一
服
差
し

上
げ
ま
し
た
。

薄

茶

席

掛
　
物
　
即
中
斎
筆

懐
紙

悠
然
見
南
山
　
同
　
　
箱

花
　
入
　
備
前
　
鬼
の
腕

花
　
　
　
水
木
　
照
葉
　
太
郎
庵
椿
実
生

香
　
合
　
怪
入
作
　
龍
頭

釜
　
　
　
小
阿
弥
陀
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛

久

作

炉
　
縁
　
黒
柿
　
秋
草
蒔
絵

白
張
風
炉
先
屏
風
　
即
中
斎
在
判
　
　
　
　
同
　
　
箱

覚
々
斎
好
　
江
琴
棚

水
　
指
　
瀬
戸
　
渋
紙
手

茶
　
器
　
怪
斎
筆

菊
ノ
絵

大
吹
雪

同
在
判

同
　
　
箱

茶
　
碗
　
弘
入
作
　
赤
　
銘

豊
の
秋
　
　
怪

斎

箱

替
　
　
　
斗
々
屋
　
銘

福
寿
　
　
　
　
而
妙
斎
箱

替
　
　
　
仁
清
写
　
主目
海
波
　
菊
ノ
絵
　
　
　
　
　
　
利

昇

作

茶
　
狗
　
怪
斎
作
　
銘

瑞
巌
　
共
筒
　
　
同
　
　
箱

松
島
八
景
ノ
内

建
　
水
　
粟
田
口
　
曲
型

蓋
　
置
　
オ
リ
ベ
釉
　
　
　
　
　
　
　
　
而
妙
斎
箱
　
直

入

作

菓
子
器
　
即
中
斎
好

網
絵

溜

丸

食
籠

同
　
　
箱
　
一　
閑

作

同
在
判

菓
　
子
　
栗
き
ん
と
ん

茶
　
　
　
猶
有
斎
好
　
一二
日
月
の
白

吏
　
盆
　
如
心
斎
好
　
一
閑
　
櫛
形
　
粒
足

火
　
入
　
新
渡
　
染
付
　
桶
側

吏
　
入
　
切
箔
　
畳
紙

煙
　
管
　
如
心
斎
好
　
筋

す

や

製

上
林
春
松
詰

近

左

作

吉
兵
衛
作

浄

益

作

主 於

支 隠

部 寮



第 8号 表千家同門会 宮城県支部だより (4)

一

立

礼

席

お
席
に
は
喜
寿
記
念
に
頂
い
た
六
角
香
合
が
飾
ら
れ
、
床

に
は

「福
海
壽
山
」
が
掛
り
、
席
主
の
茶
道
へ
の
感
謝
と
参

会
者
の
長
寿
と
幸
せ
を
願
う
お
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

お
茶
の
銘
の

「清
友
の
白
」
の
ご
と
く
と
て
も
清
々
し
い
お

席
で
し
た
。工立

　
礼
　
席

院

田
島
　
久
美
子

か
つ
子

主 於

林 小 書

掛
　
物
　
而
妙
斎
筆
　
一局
面
　
福
海
寿
山
　
同
　
　
箱

花
　
入
　
粉
引

花
　
　
　
丸
葉
の
木
　
照
葉
　
那
賀
川
野
菊

香
　
合
　
一詈
寿
　
上ハ
角

紙
釜
敷
シ
キ
テ

釜
　
　
　
つ
る
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
中
斎
箱

即
中
斎
好

扇
面
立
礼
卓

水
　
指
　
デ
ル
フ
ト
草
花
文
　
　
　
　
　
　
而
妙
斎
箱

茶
　
器
　
吹
寄
せ
　
大
棗
　
　
　
　
　
　
　
兼
中
斎
箱

茶
　
碗
　
尼
焼
　
赤
　
銘
紫
雲
　
　
　
　
　
而
妙
斎
箱

替
　
　
　
里
　ヽ
俵
型
　
銘
福
の
神
　
　
　
を不
心

箱

替
　
　
　
紅
安
南

茶
　
杓
　
益
州
和
尚
作
　
銘
初
し
ぐ
れ
　
　
上
ハ
筒

箱

建
　
水
　
後
藤
塗
　
曲

蓋
　
置
　
萩
　
千
切
　
　
　
　
　
　
　
　
而
妙
斎
箱

菓
子
器
　
桐
　
四
方
盆

金
箔
散
し
曲
花
型
盆

菓
　
子
　
せ
ん
べ
い
　
紅
葉
糖

茶
　
　
　
猶
有
斎
好
　
清
友
の
自

廣

州

窯

吉
兵
街
作

喜

平

作

表

朔

作

道

年

作

楽

入

作

香

斎

作

十
代休

雪

作

誠
中
斎
作

萬

象

作

二
条
駿
河
屋
製

柳
桜
園
詰

群
熟
＆
■
裏癖
ま
甲

「
は
じ
め
て
の
茶

の
湯
」

こ
の
度
、　
一
般
の
方
向
け
の
茶
道
体
験
講
座
と
し
て

「茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
体
験
学
習
」
を
宮
城
県
支
部

と
し
て
初
め
て
企
画

・
実
施
し
ま
し
た
。

担
当
五
名
で
本
部
の
企
画
案
や
他
支
部
の
報
告
を
参

考
に
、
参
加
者
に
表
千
家
の
茶
道
を
楽
し
ん
で
体
験
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
、
参
加
費

一
回
千
円
で
、
六

幽
庵
に
て
九
月
十
五
日
に

一
日
目

「お
茶
を
い
た
だ

く
」
、
十
月
二
十
日
に
二
日
日

「お
茶
を
点
て
る
」
の
二

回
講
座
と
し
ま
し
た
。

各
日
同
じ
内
容
で
午
前
と
午
後
に
分
け
、　
一
日
日
午

前
十
九
名

・
午
後
十
六
名
、

二
日
日
午
前
十
五
名

。
午
後

十
三
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

一
日
目
の

「
お
茶
を
い
た

だ
く
」
で
は
解
説

・
サ
ポ
ー

ト
付
き
で
茶
席
の
体
験
、
二

日
目
の

「
お
茶
を
点
て
る
」

で
は

一
人
ず
つ
盆
の
上
に
お

茶
を
点

て
る
道
具
を
用
意

し
、
茶
先
を
振
る
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

に
は
他
の
役
員
も
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
入
り
、
両
日
共
に
参

加
者
が
興
味
を
も

つ
て
熱
心

に
受
講
さ
れ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

希
望
者
に
次
回
の
市
民
講

座
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る

こ
と
と
し
、
茶
道
人
口
を
増

や
す
べ
く
ま
た
次
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
の
活
動
報
告

令
和
六
年
五
月
三
日
（金
・祝
）
第
十
八
回
箪
竃
神
社

観
桜
茶
会
に
て
大
講
堂

（南
側
）
の
席
を
担
当
し
ま
し

た
。
皐
月
晴
れ
の
清
々
し
い
一
日
、
端
午
の
節
句
の
趣

向
で
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。
三
〇
五
名
の
お
客
様
に

ご
来
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
の
開
催
以
降
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
四
年
ぶ
り
の
再
開
を
喜
ぶ
お
声
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
十
月
十
四
日
（月
・祝
）
に
は

一
番
町
ス
ト
リ
ー
ト

茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
九
月
の
定
禅
寺
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

合
わ
せ
て
行

っ
て
い

ま
し
た
が
、
残
暑
の

厳
し
い
時
期
を
避
け

て
十
月
の
開
催
と
し

ま
し
た
。
商
店
街
振

興
組
合
様
か
ら
の
ご

提
案
も
あ
り
、
商
店

街
の
活
性
化
の
意
味

も
込
め
て
休
業
中
の

店
舗
前
を
活
用
し
た

茶
席
作
り
を
し
ま
し

た
。
過
ご
し

や
す
い
気
候

に
恵
ま

れ
、

多
く
の
方
々

に

一
服
の
お

茶
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き

ま
し
た
。



(5) 表千家同門会 宮城県支部だより 第 8号

佐

藤

滞

子

仙
台
市
立
三
条
中
学
校
は
、
仙
台
市
の
北
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
が
、

京
都
北
山
五
山
を
ま
ね
て
寺
を
築
き
、
伊
達
家

一
族
が

祭
ら
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
周
囲
に

は
大
小
二
十
以
上
の
お
寺
が
あ
り
、
彼
岸
や
盆
の
頃
に

は
、
お
墓
参
り
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

私
が
非
常
勤
講
師
と
し
て
初
め
て
三
条
中
学
校
で
授

業
を
行
っ
た
の
が
、
平
成
十

一
年
五
月
十

一
日
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
五
年
間
、
毎
年
二
年
生
と
三
年
生
の
合

同
選
択
授
業
で
あ
る

「伝
統
文
化
」
で

「茶
道
」
を
担

当
し
、
一
年
間
で
十
回
ほ
ど
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
六
年
の
授
業
は
六
月
二
十
七
日
に

一
回
目
の
授

業
を
行
い
、
九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
北
壮
祭
で
の

お
茶
会
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
二
十
五
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
子
ど

も
た
ち
と
の
楽
し
い
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
三
条
中
学
校
に
は

和
室
が
な
い
の
で
、
空
き
教
室
に
畳
を
敷
い
て
床
の
間

を
作
り
、
掛
物
は

「日
々
是
好
日
」
を
掛
け
、
季
節
の

お
花
を
生
け
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
床
の
掛
物
と
花
を

観
賞
し
て
割
り
稽
古
、
そ
の
後
服
紗
の
使
い
方
へ
と
進

み
、
最
後
は

一
列
に
並
ん
で
正
座
し
て
、
お
菓
子
と
お

茶
を
頂
い
て
一
時
間
の
授
業
は
終
わ
り
で
す
。
毎
時
間

こ
の
よ
う
な
流
れ
で
九
月
の
北
杜
祭
発
表
ま
で
が
ん
ば

り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
特
に
、

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
教

え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
特
に
三
年
生
は
高
校

受
験
を
控
え
て
い
る
の
で
、

少
し
で
も
心
豊
か
な
日
々
が

過
ご
せ
る
よ
う
願
い
、
授
業

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

活

報

表
千
家
茶
道
教
室
活
動
に
つ
い
て

桜
　
井
　
一堺
　
子

多
賀
城
市
は
今
年
創
建
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
、　
一
年

を
通
し
て
様
々
な
催
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
三
十

回
目
と
な
る
あ
や
め
ま
つ
り
は
年
々
盛
大
に
な
り
、
小

田
社
中
で
は
毎
年
茶
席
を
担
当
し
あ
や
め
見
物
の
方
に

点
前
を
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
万
葉
ま

つ
り
が
有
り
今
年
は
令
和
の
万
葉
大

茶
会
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
表
千
家
、
裏
千
家
、
織
田
流
煎

茶
、
多
賀
城
高
校
の
四
席
が
か
か
り
小
田
社
中
も
小
学

生
を
含
め
二
十
三
名
で
水
屋
を
担
当
し
忙
し
い
中
で
も

楽
し
く
お
席
を
務
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

多
賀
城
市
芸
術
文
化
協
会
の
メ
イ
ン
は
毎
年
十

一
月

三
日
に
多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
う
文
化
祭
で

す
。
各
方
面
の
発
表
の
場
で
、
私
達
は
立
礼
席
で
表
千

家
流
を
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。

多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
で
稽
古
を
し
て
い
る
私

達
は
年
明
三
月
の
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
茶
席
発
表

で

一
年
が
終
り
ま
す
。　
一
年
を
通
し
て
、
忙
し
い
中
で

も
、
お
茶
に
携
わ
る
事
が
で
き
幸
せ
な
事
と
思

っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
折
々
に
多
賀
城

へ
お
越
し
下
さ
い
。

令和 7年度 表千家同門会宮城県支部行事予定表

令和 7年 4月 26日 (土 ) 資格者講習会 会場 :仙台サンプラザホール

4月 27日 (日 ) 支部総会 。一般講習会 会場 :仙台サンプラザホール

5月 25日 (日 ) 社の都大茶会 会場 :あすと長町 社の広場公園

6月 26日 (木 ) 三県合同教授者講習会 会場 :仙台サンプラザホール

9月 6日 (土 ) 東北六県宮城献茶式 御家元宗匠歓迎会 会場 :仙台国際ホテル

9月 7日 (日 ) 東北六県宮城献茶式 会場 :堕篭神社

11月 9日 (日 ) 第 5回 支部茶会 会場 :輪王寺

未  定 茶の湯文化にふれる体験学習 会場 :未定

令和 8年 第11回 茶の湯文化にふれる市民講座 会場 :未定



第 8号 表千家同門会 宮城県支部だより (6)

支
部
事
務
局
よ
り

◇

表
千
家
宮
城
県
青
年
部
入
会
の
ご
案
内

ぶ
て
∋
ぐ

年
齢
が
十
人
歳
以
上
四
十
五
歳
ま
で
で
、
表
千
家
の
先
生
も

し
く
は
支
部
役
員
の
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
（同
門
会
未
入
会
の
方
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

入
会
希
望
の
方
は
青
年
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

表
千
家
宮
城
県
青
年
部
事
務
局

〒
則
皿

仙
台
市
青
葉
区

上
杉
三
丁
目
三
呑
二
十

一
号

上
杉
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
七
階

表
千
家
同
門
会
宮
城
県
支
部
事
務
所
内

表
千
家
青
年
部
入
会
案
内
ペ
ー
ジ

す
一↓〕
＼
＼
当
ミ
薫
・
ｏ
Ｂ
ｏ
一①
∽①
β
″
０
す
夢
＼
①
魏
ｏ
ユ
＼
Φ
〕
＼
Φ
ミ
溢
邸
盛
①
挙
す
↓ヨ
一

支
部
功
労
者
表
彰
候
補
に
つ
い
て
の
お
願
い

宮
城
県
支
部
会
員
の
方
で
永
年
地
域
文
化
の
振
興
に
ご
尽

力
さ
れ
た
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
は
支
部
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
八
年
度

「
毎
寿
表
彰
」
に

つ
い
て

表
千
家
同
門
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
本
会
に
在
籍
し
、

表
千
家
茶
道
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
功
労
を

称
え
、
耗
寿
を
む
か
え
ら
れ
る
方
を
対
象
に
毎
年

「名
寿
表

彰
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ご
自
身
で
同
門
会
本
部

に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

一
、
昭
和
二
十
五
年
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て

二
十
年
以
上
在
籍

（平
成
十
八
年
以
前
に
入
会
）
の
方

は
、
京
都
に
て
執
り
行
わ
れ
る

「甚
寿
お
祝
い
の
会
」

で
表
彰
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
が
か
な
わ
な
い
方
は
、
支
部
総
会
で
表
彰
さ

れ
ま
す
。

二
、
昭
和
二
十
四
年
以
前
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し

て
二
十
年
以
上
在
籍

（平
成
十
八
年
以
前
に
入
会
）
の

方
は
支
部
総
会
の
席
上
で
、
甚
寿
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

お
申
し
出
方
法

ハ
ガ
キ
に
所
属
支
部
、
会
員
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

明
記
の
う
え
、
「毎
寿
表
彰
申
請
書
希
望
」
と
し
、
左

記
ま
で
申
請
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
受
付
に
つ
い
て
は
、
『同
門
』
（七
月
号
予
定
）

に
て
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
〈「
和
七
年
十
二
月
末
日

こ
の
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
受
付
い
た
し
か

ね
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
稽
古
場
登
録

」
の
お
願
い

「表
千
家
教
授
」
資
格
ま
た
は
、
「表
千
家
講
師
」
資
格
を

お
持
ち
の
教
授
者
は
、
不
審
奄
事
務
局
に
ご
自
身
の
稽
古
場

を
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
稽
古
場
を
探
し
て
い
る
方

に
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
稽
古
場
の
中
か
ら
「稽
古
場
案
内
」

を
い
た
し
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
先
生
は
、
左
記
の
不
審
奄
事
務
局
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
登
録
願

一
式
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
稽
古
場
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の

所
在
地
や
稽
古
日
時
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

請
ぶ

。
お
問
合
せ
先

表
千
家
同
門
会
　
本
部
事
務
局

〒
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京
都
市
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区
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内
通
堀
川
東
入

百
々
町
五
三
六
番
地

電
話

】
〇
七
五
十
四
三
二
十
二
一
九
五

◇

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
義
援
金
に
つ
い
て

支
部
総
会
、
仙
台
吉
祥
会
よ
り
お
預
り
し
ま
し
た
義
援
金

は
本
部
に
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
額

　

一
五

五
、
七

五

五

円

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
新
春
茶
会
お
よ
び
支
部
茶
会
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
会
食
自
粛
な
ど
を
受
け
、
長
年
開
催
し

て
お
り
ま
し
た

一
月
の
新
春
茶
会
に
代
わ
り
、
四
年
間
十

一

月
に
支
部
茶
会
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
昨
今
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
の
心
配
も
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
新
春
茶
会
及
び

支
部
茶
会
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
支
部
茶
会
に
ご
参
会

の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
。

①

新
春
茶
会
を
再
開
し
、
支
部
茶
会
は
終
了
す
る
。　
３５

［
‐９
％
］

②

支
部
茶
会
を
継
続
し
、
新
春
茶
会
は
終
了
す
る
。　
６５

［
３６
％
］

③

新
春
茶
会
、
支
部
茶
会
と
も
に
規
模
を
縮
小
し
、

簡
素
化
し
て
両
方
開
催
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
６３

［
３４
％
］

④

そ
の
他
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回
答
無
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
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］

回
答
数
計
　
‐８３

¢
つ
ｏ
色

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
支
部
に
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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